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指
定
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）】

木も
く
ぞ
う造
阿あ

み

だ
弥
陀
如に
ょ
ら
い来
立
り
ゅ
う

像ぞ
う　

１
躯

三
好
１
―
６
―
３　

長
専
院

　

長
専
院
の
本
尊
。
像
高
は
７
５
・
６
㎝
。

三
尺
阿
弥
陀
と
称
さ
れ
る
来
迎
形
式
の
阿
弥

陀
如
来
立
像
で
す
。
こ
の
像
の
造
像
技
法
は
、

「
寄よ

せ

木ぎ

造
り
」（
二
材
以
上
を
規
則
的
に
接
合

し
て
造
る
技
法
）、
も
し
く
は
「
割わ

り
は
ぎ矧

造
り
」

（
一
木
を
前
後
ま
た
は
左
右
に
割
っ
て
、
内

部
を
刳く

り
抜
い
て
か
ら
彫
刻
し
、
接
合
す
る

技
法
）
で
す
。
眼
は
水
晶
を
嵌は

め
た
「
玉
ぎ
ょ
く

眼が
ん
」、
表
面
の
仕
上
げ
は
、
肉
身
に
は
「
金き
ん

泥で
い
」、
着
衣
に
は
「
漆し
っ
ぱ
く箔
」
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
形
姿
と
造
像
技
法
か
ら
、
鎌
倉
時
代

後
期
（
13
世
紀
後
半
）
の
作
品
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
保
存
状
態
が
よ
く
、
造
立
当
初
の
姿

を
よ
く
残
し
て
い
る
こ
と
は
貴
重
で
す
。
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江東区地域振興部
文化観光課文化財係

指
定
・
登
録

文
化
財
の
紹
介

平成
20年度

○平成 20年度
　新指定・登録文化財の紹介
○第27回時雨忌全国俳句大会記念講演会講演録

　もうひとつの『奥の細道』
○平成 21年度芭蕉記念館企画展

　芭蕉・宗因新出二点初公開
　漫画で辿る「奥の細道」と芭蕉
○まもなく休館！深川江戸資料館イベント情報
○平成 21 年度中川船番所資料館企画展

　アオギスがいた海
○江東歴史紀行　ミニ

　東都三拾三間堂深川移転顛末覚
◆文化財掲示板
　寄贈資料リスト
　新刊情報

木造阿弥陀如来立像を
指定文化財に！

　江東区教育委員会は、文化財保護審議会（会長・白石和己：山梨
県立美術館館長）の答申を受け、平成 20年度諮問分のうち、区文化財
として新たに１件を指定、３件を登録、４名を認定追加、１件を登録解
除、３名を認定解除しました。この結果、登録文化財の総数は1,048 件、
うち指定文化財は32件になりました。
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登
録
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）】

旧き
ゅ
う
と
う
き
ょ
う
し

東
京
市
深ふ

か
が
わ川

食し
ょ
く

堂ど
う

門
前
仲
町
１
―
19
―
15

　

関
東
大
震
災
の
復
興
計
画
の
一
環
と
し
て

東
京
市
が
建
設
し
た
市
設
食
堂
で
す
。
延
床

面
積
は
１
０
６
坪
。
昭
和
６
年（
１
９
３
１
）

に
着
工
、
翌
７
年
８
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

市
設
食
堂
と
は
「
主
と
し
て
少
額
所
得
者
の

経
済
生
活
の
緩
和
を
図
る
を
直
接
の
目
的
と

し
簡
易
低
廉
且
つ
栄
養
に
富
む
食
事
を
供
給

せ
む
と
す
る
」
施
設
の
こ
と
で
す
（「
東
京

市
公
報
」
昭
和
７
年
３
月
22
日
）。
11
年
に

一
旦
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
13
年
に
活
動
を

再
開
、
東
京
大
空
襲
で
は
幸
い
に
も
全
焼

を
免
れ
、
戦
後
部
分
修
復
し
て
、
都
の
職

業
斡
旋
施
設
と
な
り
、
32
年
に
は
授
産
機

能
、
36
年
に
は
福
祉
機
能
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
54
年
に
江
東
区
へ
移
管
さ
れ
、「
江

東
区
内
職
補

導
所
」
と
改

称
し
、
数
度

の
名
称
変
更

を
経
て
、
平

成
18
年
に
閉

鎖
さ
れ
る
ま

で
利
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

構
造
は
２

階
建
て
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
外
壁
は
モ
ル
タ
ル
下
地
吹

上
仕
上
げ
。
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
、
当

時
の
最
先
端
技
術
で
あ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
の
特

徴
は
、
明
る
く
開
放
的
な
吹
き
抜
け
空
間
に

な
っ
て
い
る
階
段
室
と
、
２
階
南
側
の
ス

チ
ー
ル
・
サ
ッ
シ
ュ
窓
に
あ
り
ま
す
。
震
災

復
興
の
近
代
建
造
物
と
し
て
の
稀
少
性
が
認

め
ら
れ
、
平
成
20
年
に
国
登
録
文
化
財
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
と
し
て
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

繁は
ん
え
い栄
稲い

荷な
り

神じ
ん
じ
ゃ社
本ほ
ん
で
ん殿

 
木
場
２
―
18
―
12　

繁
栄
稲
荷
神
社

　

繁
栄
稲
荷
神
社
は
呉
服
商
大
丸
の
祖
、
下

村
彦
右
衛
門
が
宝
暦
７
年
（
１
７
５
７
）
に

深
川
木
場
の
別
邸
に
、
伏
見
稲
荷
か
ら
分
霊

し
て
祀
っ
た
こ
と
を
は
じ
ま
り
と
し
ま
す
。

そ
の
後
、
明
治
44
年
（
１
９
１
１
）
に
根
津

嘉
一
郎
の
青

山
邸
（
現
根

津
美
術
館
）

に
移
さ
れ
、

同
家
の
嘉
栄

稲
荷
と
し
て

祀
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に

よ
り
関
東
大

震
災
と
戦
火

を
免
れ
、
昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）
に
大
丸

に
返
譲
さ
れ
、
旧
地
の
近
く
に
移
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
平
成
元
年
に
大
丸
コ
ア
ビ
ル
の

建
築
に
伴
い
、
現
在
地
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
殿
は
桁け
た
ゆ
き行

３
間
、
梁は

り

間ま

２
間
の
木
造
。

銅
板
葺
き
の
入い
り

母も

や屋
屋
根
で
、
正
面
に
一
間

の
向
拝
が
付
き
ま
す
。
組
物
は
舟ふ
な

肘ひ
じ

木き

で
、

正
側
面
に
縁
、
後
方
に
下
屋
を
有
し
て
い
ま

す
。
室
内
は
板
敷
、
竿
縁
、
天
井
、
正
面
の

下
屋
部
分
に
神
棚
が
張
り
出
し
て
お
か
れ
て

い
ま
す
。
本
殿
の
建
築
年
代
は
虹こ

う

梁
り
ょ
う

絵え

様よ
う

か
ら
19
世
紀
中
頃
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
江
戸

期
の
木
造
神
社
建
築
と
し
て
江
東
区
唯
一
で

あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
文
化
財
で
す
。

【
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）】

猿さ
る

江え

恩お
ん

賜し

公こ
う
え
ん園
由ゆ

来ら
い

碑ひ

住
吉
２
―
12　

猿
江
恩
賜
公
園
内

　

現
在
の
猿
江
恩
賜
公
園
は
新
大
橋
通
り
を

は
さ
ん
で
南
北
２
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す

が
、
南
園
は
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）、
北
園

は
昭
和
51
年
に
そ
れ
ぞ
れ
開
園
し
ま
し
た
。

　

南
園
は
も
と
も
と
幕
府
の
材
木
蔵
の
あ
っ

た
場
所
で
、
そ
の
後
、
宮
内
省
の
猿
江
御
料

地
と
な
り
ま
し
た
。
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）

皇
太
子
裕
仁
の
結
婚
を
記
念
し
て
、
芝
離
宮

御
料
地
、
上
野
御
料
地
と
と
も
に
東
京
市
に

無
償
で
払
い
下
げ
ら
れ
、
昭
和
４
年
か
ら
造

園
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
噴
水
塔
、
貸
し

ボ
ー
ト
場
、
野
球
場
、
児
童
遊
園
な
ど
が
設

け
ら
れ
、
近
代
公
園
と
し
て
意
匠
、
施
設
と

も
に
最
新
を
誇
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

本
碑
の
建
立
年
は
不
詳
で
す
が
、
昭
和
７

年
４
月
の
開
園
と
同
時
に
建
て
ら
れ
た
と
思

わ
れ
、
碑
上
部
に
猿
の
レ
リ
ー
フ
を
配
し
、

３
０
０
文
字
に
お
よ
ぶ
公
園
開
設
の
由
来
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

保
持
者
追
加
認
定

縫ぬ
い
も
ん紋 

保
持
者　

天あ
ま

野の

一か
ず

男お

　

紋
章
は
、
11
世
紀
前
半
、
公
家
が
衣
服
や
調

度
品
に
好
み
の
文
様
を
用
い
た
の
が
始
ま
り
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
筆
で
描
く
描
き
紋
（
上

絵
）
に
対

し
、
刺
繍

に
よ
る
紋

章
は
「
縫

紋
」
と
呼

ば
れ
、
江

戸
時
代
の

初
め
ご
ろ

か
ら
一
般

的
に
な
っ

た
と
い
わ
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れ
ま
す
。
現
在
、
そ
の
柄
は
紋
帳
に
あ
る
家
紋

と
紋
帳
に
な
い
創
作
的
な
も
の
の
二
つ
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
者
は
描
き
紋
と
同
様

の
柄
で
す
が
、
後
者
は
「
加
賀
紋
」
な
ど
と
呼

ば
れ
る
装
飾
的
な
紋
で
す
。
い
ず
れ
も
、紋
柄
、

縫
い
方
、
色
の
三
要
素
を
組
み
合
わ
せ
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
刺
繍
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
男
氏
は
、
昭
和
54
年
大
学
卒
業
後
、
縫

紋
師
の
父
一
政
氏
（
区
指
定
無
形
文
化
財
保

持
者
）
か
ら
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
現
在
、

一
男
氏
は
、
一
政
氏
と
と
も
に
仕
事
を
続
け

て
い
ま
す
。
平
成
16
年
に
区
優
秀
技
能
者
表

彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

木も
っ
こ
う工
（
彫
ち
ょ
う
こ
く
刻
） 

保
持
者　

渡わ
た
な
べ邉
美よ
し
の
り憲

　

木
材
を
素
材
と
し
、
様
々
な
飾
り
物
、
板
木

へ
の
彫
り
な
ど
を
行
う
彫
刻
技
術
で
す
。
江
戸

時
代
以
前
に
欄ら
ん

間ま

板（
欄
間
彫
刻
を
施
し
た
板
）

が
登
場
す
る
と
、
そ
れ
以
前
に
飾
り
物
を
手
が

け
た
大
工

に
代
わ
っ

て
、
木
彫

専
門
の
職

人
が
登
場

し
ま
す
。

江
戸
時
代

に
な
る

と
、
宮
大

工
の
木
彫

技
術
が
分

化
し
、
独

立
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
寺
院

建
築
の
木き

鼻ば
な
や
蛙
か
え
る

股ま
た
な
ど
の
彫
刻
、
和
風
建
築

の
欄
間
の
透
か
し
彫
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

洋
風
建
築
の
装
飾
彫
刻
な
ど
に
も
こ
の
技
術
は

及
ん
で
い
ま
す
。

　

渡
邉
氏
は
、
父
美
壽
雄
氏
（
区
指
定
無
形

文
化
財
保
持
者
）
に
つ
い
て
技
術
を
学
び
ま

し
た
。
高
校
在
学
時
の
昭
和
30
年
代
後
半
、

父
の
手
伝
い
を
は
じ
め
、
そ
の
後
、
本
格
的

に
修
業
し
ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
父
と
と
も

に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
経
験
し
、
技
術
に
磨

き
を
か
け
、
こ
れ
ま
で
寺
院
の
装
飾
や
個
人

住
宅
の
飾
り
物
な
ど
、
多
く
の
木
彫
刻
を
手

が
け
て
き
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
工
（
江え

ど戸
切き
り

子こ

）保
持
者　

小こ
ば
や
し林
淑よ
し
ろ
う郎

　

江
戸
切
子
は
、
ガ
ラ
ス
生
地
の
表
面
に
、

様
々
な
文
様
を
刻
み
込
む
技
法
で
、
江
戸
で

は
天
保
年
間
（
１
８
３
０
〜
４
４
）
よ
り
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
に
入
り
、

高
品
質
の

ガ
ラ
ス
生

地
が
生
産

さ
れ
始
め

る
と
、
江

戸
切
子
の

製
作
は
盛

ん
に
な
り

ま
し
た
。

明
治
14
年

（
１
８
８
１
）
５
月
17
日
、
工
部
省
が
招
い

た
英
国
人
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
ホ
ー
プ
ト
マ
ン
に

よ
る
技
術
指
導
で
、
現
在
の
よ
う
な
切
子
が

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
切
子

は
、
カ
ッ
ト
が
深
く
鋭
い
こ
と
、
多
彩
な
文

様
が
あ
っ
て
変
化
に
と
ん
で
い
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

　

淑
郎
氏
は
、
昭
和
48
年
大
学
卒
業
後
、
父

英
夫
氏
（
区
指
定
無
形
文
化
財
保
持
者
）
か

ら
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
淑
郎
氏
の
作
風
は
、

日
本
的
な
文
様
で
あ
る
「
菊
籠
目
」「
菊
つ

な
ぎ
」
を
多
用
す
る
こ
と
が
特
徴
で
、
伝
統

的
な
江
戸
切
子
の
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
17
年
に
国
の
伝
統
工
芸
士
に
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

表ひ
ょ
う

具ぐ 

保
持
者　

岩い
わ
さ
き崎　

晃
あ
き
ら

　

表
具
は
紙
や
布
を
糊
で
貼
り
付
け
る
表
装
の

こ
と
で
、
掛
軸
・
襖
・
屏
風
な
ど
を
扱
い
ま
す
。

そ
の
技
術

は
、
室
町

時
代
に
掛

物
な
ど
の

表
具
を
す

る
表ひ
ょ
う

背は
い

（
裱
褙
）
師

が
前
身
と

い
わ
れ
ま

す
。
江
戸

時
代
に
は

表
具
師
の

手
が
け
る
も
の
も
多
様
化
し
、
鎌
倉
時
代
よ
り

経
師
屋
が
行
な
っ
て
き
た
経き
ょ
う

巻か
ん
の
表
装
な
ど
も

行
な
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
襖
や
額

の
表
装
も
表
具
師
が
手
が
け
、
表
具
・
経
師
は

同
内
容
の
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
崎
氏
は
、
昭
和
53
年
に
大
学
を
卒
業
し

た
の
ち
、
22
歳
で
父
清
二
氏
（
区
登
録
無
形

文
化
財
保
持
者
）
か
ら
技
術
を
学
び
、
父
の

も
と
で
技
術
に
磨
き
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
30
歳
頃
か
ら
約
10
年
間
に
わ
た
っ

て
、
港
区
三
田
の
表
具
店
に
週
3
日
程
度
通

い
修
業
を
重
ね
、
違
っ
た
角
度
か
ら
表
具
技

術
を
学
び
、
技
術
の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。

　

現
在
、
そ
の
表
装
技
術
は
、
掛
軸
や
襖
、

屏
風
の
み
な
ら
ず
額
な
ど
に
も
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

登
録
解
除

【
有
形
民
俗
文
化
財
】

法
華
経
供
養
塔 

明
治
35
年
在
銘
（
玉
泉
院
）

〔
解
除
理
由
〕
老
朽
化
の
た
め
撤
去

力
石 

３
個　

う
ち
１
個
（
富
岡
八
幡
宮
）

〔
解
除
理
由
〕
境
内
整
備
の
た
め
遺
失

認
定
解
除

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

提ち
ょ
う

燈ち
ん

製せ
い
さ
く作 

保
持
者　

柾ま
さ

木き

秀ひ
で

雄お

〔
解
除
理
由
〕
区
外
転
出
の
た
め

木も
っ

工こ
う

（
曲ま

げ
も
の物

） 

保
持
者　

斎さ
い
と
う藤

将ま
さ
よ
し由

〔
解
除
理
由
〕
逝
去
の
た
め

漆し
っ

工こ
う 

保
持
者　

平ひ
ら

野の

菊き
く
ぞ
う蔵

〔
解
除
理
由
〕
逝
去
の
た
め
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今
回
は
番
所
に
関
わ
る
２
点
を
問
題
と
し

て
、
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
１
点
目
、『
奥
の
細
道
』の
有
名
な
シ
ー

ン
、「
な
る
ご
の
湯
よ
り
尿
前
の
関
に
か
ゝ

り
て
、
出
羽
の
國
に
越
ん
と
す
。
此
路
旅
人

稀
な
る
所
な
れ
ば
、
関
守
に
あ
や
し
め
ら
れ

て
、
漸
と
し
て
関
を
こ
す
」
と
い
う
と
こ
ろ
。

こ
の
部
分
を
曾
良
は
「
関
所
有
り
、
断
り
難

し
き
也
。
出
手
形
の
用
意
こ
れ
あ
る
べ
き
也
」

と
書
い
て
い
ま
す
。
出
手
形
と
は
何
で
、
な

ぜ
断
り
が
難
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

尿
前
の
関
は
正
確
に
は
関
所
で
は
な
く
、

仙
台
藩
の
口
留
番
所
で
す
。
関
所
は
幕
府
が

設
置
し
た
も
の
、
口
留
番
所
は
単
に
番
所
と

も
言
い
ま
す
が
、
外
様
大
名
な
ど
が
私
的
に

設
置
し
た
も
の
で
、
関
所
と
同
じ
役
割
を

担
っ
て
い
ま
し
た
。
入
国
す
る
際
、
正
規
に

入
国
し
た
証
明
と
し
て
番
所
が
発
行
し
た
の

が
手
判
（
入
判
）
で
す
。
出
国
の
時
は
出
口

の
番
所
に
こ
の
手
判
（
出
判
）
を
納
め
る
の

で
す
が
、
藩
に
よ
っ
て
手
判
手
続
き
が
違
い

ま
す
の
で
、
旅
人
に
と
っ
て
は
実
に
や
っ
か

い
な
も
の
で
し
た
。

　

東
北
に
は
口
留
番
所
が
多
く
、「
曾
良
旅

日
記
」
に
も
何
ヶ
所
か
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら『
奥
の
細
道
』を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
、
も
っ
と
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
当
初
芭
蕉
た
ち
は
、
岩
手
山
か
ら

門
沢
、
軽
井
沢
を
通
っ
て
尾
花
沢
へ
行
こ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
「
曾
良
旅
日
記
」

に
よ
る
と
、「
右
ノ
道
遠
ク
、
難
所
有
之
由

故
、
道
ヲ
カ
ヘ
テ
」
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

門
沢
を
通
る
街
道
は
、
奥
州
道
中
か
ら
尾
花

沢
へ
行
く
メ
イ
ン
の
街
道
で
、
さ
ほ
ど
遠
く

も
難
所
も
な
い
の
に
、
な
ぜ
か
変
更
し
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
か
つ
て
野
辺

沢
に
銀
山
が
あ
っ
た
た
め
に
多
く
の
番
所
が

設
置
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
、
そ
ん
な
面
倒

な
道
は
通
り
た
く
な
い
、
番
所
の
取
り
調
べ

は
で
き
る
な
ら
避
け
た
い
と
、急
遽
、別
ル
ー

ト
、
尿
前
の
関

が
あ
る
街
道
を

通
ろ
う
と
し
た

の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
尿
前

の
関
で
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
た
。

い
っ
た
い
何
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

考
え
ら
れ
る
理
由
は
、
①
人
が
め
っ
た
に

通
ら
な
い
の
で
怪
し
い
者
と
疑
わ
れ
た
。
②

番
所
に
断
ら
ず
に
通
り
抜
け
よ
う
と
し
た
。

こ
の
当
時
、
尿
前
の
関
は
人
通
り
が
少
な

く
、
昼
間
は
開
け
っ
放
し
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

関
守
が
ち
ょ
っ
と
席
を
外
し
た
時
に
、
芭
蕉

と
曾
良
が
通
ろ
う
と
し
て
、
そ
れ
で
怒
ら
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
番
可

能
性
が
高
い
の
は
、
③
入
判
の
番
所
の
宛
先

が
尿
前
の
関
で
は
な
か
っ
た
、
こ
れ
で
は
な

か
っ
た
か
と
想
像
し
て
い
ま
す
。

　

幕
府
の
関
所
を
通
る
時
の
ト
ラ
ブ
ル
の
例

を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、ま
ず
、手
形
の
「
誤
字
・

脱
字
」
で
、
こ
れ
は
発
行
し
た
役
人
の
単
純

ミ
ス
。「
手
形
の
記
載
よ
り
人
数
が
多
い
」や
、

「
身
元
の
記
載
が
な
い
」、「
年
号
が
落
ち
て

い
る
、改
元
前
の
年
号
に
な
っ
て
い
る
」、「
手

形
発
行
者
の
判
鑑
が
な
い
、
ま
た
は
汚
れ
て

い
る
」
な
ど
も
関
所
通
過
を
拒
否
さ
れ
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
情
状
酌
量
と
な
っ
て
通
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
絶
対
に
通
し
て
く
れ
な
い

の
が
「
関
所
の
宛
名
違
い
」
で
、
途
中
で
行

き
先
を
変
更
し
た
時
に
お
こ
り
ま
し
た
。
関

所
で
は
他
の
関
所
宛
の
手
形
は
絶
対
に
受
け

付
け
ま
せ
ん
。
諸
藩
の
番
所
も
こ
う
し
た
例

に
準
じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
芭
蕉
と
曾

良
が
持
っ
て
い
た
の
は
門
沢
番
所
宛
の
手
判

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
で
尿
前
の

番
所
を
通
ろ
う
と
し
た
。
そ
れ
で
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
結
果
と
し
て
通
れ
ま
し
た
。
な
ぜ

通
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
う
し

た
時
、
他
の
旅
人
た
ち
は
関
守
に
袖
の
下
を

渡
し
て
通
過
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
言
う

と
、
お
金
を
渡
し
て
新
し
く
出
判
を
書
い
て

も
ら
う
の
で
す
。
曾
良
も
そ
れ
に
気
付
い
て

「
漸
と
し
て
関
を
越
」
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
し
ょ
う
。

　

お
話
し
た
い
も
う
１
つ
の
事
、
そ
れ
は
庄

内
藩
の
鼠
ヶ
関
番
所
の
こ
と
で
す
。

　
「
曾
良
旅
日
記
」
に
よ
る
と
、
鼠
ヶ
関
へ

行
く
前
日
は
「
暮
れ
に
及
び
大
雨
。
夜
中
止

ま
ず
」
と
大
雨
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も

朝
に
な
っ
て
止
み
、「
翁
は
馬
に
て
直
ぐ
に

鼠
ヶ
関
越
え
ら
る
。
予
は
湯
本
へ
立
ち
寄
り
、

見
物
し
て
行
く
。
半
道
ば
か
り
の
山
の
奥
也
」

と
あ
り
ま
す
。

　

出
判
に
は
、
人
数
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で

何
人
で
も
１
枚
が
原
則
で
す
。
番
所
か
ら
出

る
に
は
、
２
人
一
緒
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
が
、
曾
良
は
半
道
、
つ
ま
り
２
キ
ロ

先
の
湯
本
ま
で
行
っ
て
い
る
。
そ
の
曾
良
が
、

馬
に
乗
っ
て
行
っ
た
芭
蕉
を
追
っ
て
、
鼠
ヶ

関
番
所
の
手
前
で
追
い
つ
け
る
は
ず
が
な
い

と
思
う
の
で
す
。

　

曾
良
は
芭
蕉
を
安
全
に
確
実
に
目
的
地
ま

で
導
く
の
が
役
割
で
す
か
ら
、
宿
に
泊
ま
る

と
必
ず
道
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
聞
い
た

「
も
う
ひ
と
つ
の『
奥
の
細
道
』

　
　
　
│
曾
良
旅
日
記
を
め
ぐ
っ
て
│
」

第
27
回 

時
雨
忌
全
国
俳
句
大
会
記
念
講
演
会

作
家

金
森 

敦
子

「
も
う
ひ
と
つ
の『
奥
の
細
道
』

　
　
　
│
曾
良
旅
日
記
を
め
ぐ
っ
て
│
」
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と
思
い
ま
す
。
鼠
ヶ
関
を
越
え
て
中
村
に
向

か
う
道
は
川
に
沿
っ
て
い
て
、
雨
が
降
る
と

す
ぐ
に
増
水
し
て
通
行
が
出
来
な
く
な
る
の

で
す
。
そ
ん
な
状
態
は
明
治
に
な
っ
て
も
続

い
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
話
を
宿
の
人
か

ら
聞
い
て
、
大
雨
が
降
っ
て
も
比
較
的
安
心

な
小
国
街
道
を
行
く
こ
と
を
勧
め
た
で
し
ょ

う
が
、
芭
蕉
は
ど
う
し
て
も
鼠
ヶ
関
を
一
見

し
た
か
っ
た
。
そ
こ
で
馬
に
乗
っ
て
行
く
こ

と
で
妥
協
し
た
の
で
し
ょ
う
。
地
元
の
馬
方

が
一
緒
な
ら
安
心
で
す
。
曾
良
が
向
か
っ
た

湯
本
は
湯
治
客
が
多
く
、
小
国
街
道
へ
抜
け

る
道
は
他
の
道
と
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
し
な
の

で
す
。
曾
良
は
湯
本
を
見
物
し
な
が
ら
馬
で

戻
っ
て
く
る
芭
蕉
を
待
ち
、
２
人
で
小
国
街

道
へ
と
抜
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
出
羽
か
ら
越
後
へ
行
く
に
は
山
中
の

小
国
街
道
を
通
る
の
が
普
通
で
し
た
か
ら
、

酒
田
の
俳
人
た
ち
は
、
当
然
の
よ
う
に
こ
の

ル
ー
ト
上
に
あ
る
小
国
番
所
宛
の
出
判
を
用

意
し
て
く
れ
た
で
し
ょ
う
。
そ
う
だ
と
す
る

と
、
鼠
ヶ
関
か
ら
は
出
国
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

芭
蕉
は
鼠
ヶ
関
を
越
え
て
越
後
に
入
っ
た

と
す
る
の
が
大
方
の
意
見
で
す
が
、
出
判
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
鼠
ヶ
関
を
通
過
し
な

か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

＊ 

こ
の
記
録
は
昨
年
10
月
12
日
に
芭
蕉
記
念

館
で
行
わ
れ
た
講
演
の
要
旨
で
す
。

　

芭
蕉
記
念
館
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
前
後
と
、
５
月
16
日
（
土
）
の
「
旅
の
日
」

直
前
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
話
題
の
展
示
を
公
開

し
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
昨
年
当
館
に
寄
託
さ
れ
た
資

料
の
初
公
開
で
す
。
１
点
は
、
平
成
16
年
12

月
22
日
付
の
「
朝
日
新
聞
」
で
紹
介
さ
れ
た

元
禄
４
年
９
月
24
日
付
の
曲
翠
あ
て
芭
蕉
書

簡
で
す
。
内
容
は
「
藩
務
の
た
め
に
江
戸
へ

の
旅
を
見
送
り
に
行
け
な
い
曲き
ょ
く

水す
い

が
、
最
後

の
お
別
れ
の
た
め
に
二
十
六
日
に
無む

名み
ょ
う

庵あ
ん

を

訪
問
し
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
も
の
で
す
。

も
う
１
点
は
、
談だ
ん
り
ん林
俳
諧
の
祖
、
西
山
宗
因

の
真
蹟
で
す
。
こ
れ
は
、
去
る
平
成
17
年
10

月
か
ら
同
19
年
２
月
に
か
け
て
、
各
地
で
巡

回
展
示
さ
れ
た
「
西
山
宗
因
生
誕
４
０
０
年

記
念　

宗
因
か
ら
芭
蕉
」
展
の
図
録
の
参
考

図
版
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。
新
聞

報
道
や
参
考
図
版
で
は
確
認
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
２
点
を
、
是
非
こ
の
機
会
に
御
覧

く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
の
旅
立

ち
か
ら
３
２
０
年
を

迎
え
る
記
念
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
も
う

ひ
と
つ
の
展
示
は
、

こ
れ
を
記
念
し
た

「
漫
画
で
辿
る
『
奥

の
細
道
』
と
芭
蕉
」

展
で
す
。
こ
の
展
示

会
は
、
風
景
漫
画
家

で
知
ら
れ
る
沖
山
潤

氏
が
２
年
間
の
構
想

と
取
材
を
通
じ

て「
奥
の
細
道
」

を
描
き
あ
げ
た

新
作
原
画
50
点

を
展
示
す
る
も

の
で
す
。

　

沖
山
氏
は
、

初
め
、
ゲ
ー
ム

の
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
活
躍
さ

れ
、
そ
の
後
、

「
月
光
通
り
の

マ
ス
タ
ー
」
で

『
週
刊
ビ
ジ
ネ

ス
ジ
ャ
ン
プ
』

（
集
英
社
）
の
新
人
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
14
年
頃
か
ら
下
町
を
題
材
に
し
た
独
特

の
風
景
漫
画
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
繊

細
な
描
写
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
漫
画
の
持
つ

ユ
ー
モ
ア
を
加
味
し
た
「
風
景
漫
画
」
と
い

う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓
し
、
活
躍
中
で

す
。
俳
諧
と
い
う
「
滑
稽
の
世
界
」
と
、
漫

画
と
い
う
「
ユ
ー
モ
ア
の
世
界
」
を
通
じ
て
、

新
た
な
芭
蕉
の
世
界
と
沖
山
潤
氏
の
妙
の
世

界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
企
画
も
今
回
は
見
逃
す
こ
と
の

出
来
な
い
内
容
で
す
。

（
芭
蕉
記
念
館　

横
浜
文
孝
）

お
問
い
合
せ 

☎
（
３
６
３
１
）
１
４
４
８

芭
蕉
・
宗
因
新
出
二
点
初
公
開

平
成
21
年
度
芭
蕉
記
念
館
企
画
展

―
風
景
漫
画
家
沖
山
潤
の
世
界
―

5
月
10
日（
日
）ま
で

5
月
14
日（
木
）〜
12
月
13
日（
日
）ま
で

芭
蕉
・
宗
因
新
出
二
点
初
公
開

漫
画
で
辿
る「
奥
の
細
道
」と
芭
蕉

漫
画
で
辿
る「
奥
の
細
道
」と
芭
蕉

曲翠あて芭蕉書筒

宗因筆懐紙

裏見の滝 日光東照宮
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深
川
江
戸
資
料
館
は
、
昭
和
61
年
に
開
館

し
約
22
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
度
、
建
物

老
朽
化
の
為
、
改
修
工
事
に
入
り
ま
す
。
工

事
期
間
は
、
７
月
か
ら
約
１
年
間
で
す
。
暫

く
の
間
、
資
料
館
の
見
学
が
出
来
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
残
り
３
か
月
の
間
に
是
非
足
を

お
運
び
下
さ
い
。

　

休
館
ま
で
の
３
か
月
の
総
合
展
示
室
で
の

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

新
内
流
し

日
時　

４
／
11
、
５
／
９
、　

６
／
６

　
　
　

14
時
30
分
〜
15
時
30
分

出
演　

新
内
剛
士
ほ
か

三
味
線
を
弾
き
な
が
ら
吟
じ
る｢

新

内
節｣

。
独
特
の
語
り
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。江

戸
小
歌

日
時　

４
／
５
、　

５
／
24
、
６
／
14

　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

出
演　

江
戸
小
歌
市
太
郎
と
一
門

長
屋｢

於
し
津｣

の
部
屋
で
三
味
線

の
稽
古
風
景
を
演
出
。
江
戸
情
緒
を

満
喫
し
て
下
さ
い
。

江
戸
庶
民
の
年
中
行
事
再
現　

端
午
の
節
供

日
時　

４
／
28
〜
５
／
10

　

マ
ン
シ
ョ
ン
が
乱
立
す
る
現
在
で
は
余
り

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
「
鯉
の
ぼ
り
」
を
江
戸

時
代
の
資
料
を
も
と
に
再
現
展
示
し
ま
す
。

ま
た
各
家
の
菖
蒲
葺
き
や
節
供
飾
り
の
様
子

も
演
出
し
ま
す
。

深
川
寺
町
名
店
街　

〜
菖
蒲
ま
つ
り
〜

日
時　

５
／
６　
　

11
時
〜
16
時

　

深
川
資
料
館
通
り
の
名
店
が
ホ
ー
ル
に
集

結
。
飲
食
・
物
品
販
売
の
他
、
大
道
芸
等
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

資
料
館
前
の
通
り
で
は
例
年
開
催
の
「
は
な

み
ず
き
街
角
誰
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」
を
６

日
ま
で
延
長
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
資
料
館
を
中

心
に
お
楽
し
み
下
さ
い
。

お
問
い
合
せ　

☎
（
３
６
３
０
）
８
６
２
５

　

か
つ
て
江
戸
前
の
海
に
生
息
し
て
い
た

「
ア
オ
ギ
ス
」
と
い
う
魚
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。

　

ア
オ
ギ
ス
は
「
シ
ラ
ゴ　

パ
ル
ビ
ス
ク
ア

ミ
ス
（
鱗
の
細
か
い
キ
ス
）」
と
い
う
学
名

を
持
つ
キ
ス
の
一
種
で
、
江
戸
時
代
か
ら
初

夏
の
風
物
詩
と
さ
れ
、
日
本
最
古
の
釣
り
指

南
書
と
さ
れ
る
『
何
羨
録
』
を
は
じ
め
、
多

く
の
書
物
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
正
〜
昭
和
期
に
レ
ジ
ャ
ー
と
し

て
の
釣
り
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
期
に
も
、
江

東
区
周
辺
や
浦
安
・
船
橋
な
ど
の
海
で
は
「
脚

立
釣
り
」
や
「
立
ち
込
み
釣
り
」
と
い
う
特

殊
な
方
法
で
釣
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
脚
立
釣
り
」
は
文
字
通
り
木
製
の
脚
立
に

乗
っ
て
、「
立
ち
込
み
釣
り
」
は
高
下
駄
を

履
き
浅
瀬
に
立
ち
な
が
ら
釣
る
方
法
で
、
毎

年
５
月
〜
７
月
に
は
各
地
で
ア
オ
ギ
ス
釣
り

大
会
が
開
催
さ
れ
、
愛
好
者
た
ち
が
腕
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

写
真
の
人
物
は
東
京
市
長
を
務
め
た
永
田

秀
次
郎
（
青
嵐
）
で
、
ア
オ
ギ
ス
の
脚
立
釣

り
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
「
日
曜
に
釣
り
が
で

き
な
い
様
で
は
、
な
ん
の
ち
ゅ
う
ち
ょ
も
な

く
市
長
を
や
め
る
固
い
決
心
を
し
て
居
た
」

と
語
る
ほ
ど
の
釣
り
好
き
で
し
た
。
ア
オ
ギ

ス
は
動
き
が
素

早
く
、
食
い
が

悪
い
た
め
に
釣

る
の
が
難
し
い

魚
で
し
た
が
、

引
き
の
良
さ

か
ら
東
京
湾
で

は
「
最
高
に
面

白
い
釣
り
」
で

あ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
30
〜
40
年
頃
に
、
埋
め
立

て
や
水
質
汚
染
で
東
京
湾
の
ア
オ
ギ
ス
は
絶

滅
し
、
現
在
で
は
九
州
の
豊
前
湾
な
ど
で
わ

ず
か
に
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
「
幻
の
魚
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
ア
オ

ギ
ス
の
生
態
と
釣
り
の
魅
力
、
絶
滅
の
背
景

な
ど
を
探
り
な
が
ら
、
か
つ
て
東
京
湾
に

あ
っ
た
「
ア
オ
ギ
ス
が
い
た
海
」
の
よ
う
す

を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
は
浦
安
市
郷
土
博
物
館
と
の

「
合
同
企
画
展
」
で
す
。
展
示
期
間
中
に
は

両
館
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館　

鈴
木
将
典
）

お
問
い
合
せ　

☎
（
３
６
３
６
）
９
０
９
１

フ
ラ
ン
ス
発
『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
』
に
掲
載

　

深
川
江
戸
資
料
館
が
何
と
『
ミ
シ
ュ

ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン

２
０
０
９
』
で
一つ
星
を
獲
得
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
は
観
光
名
所
を
掲
載

し
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
日
本
版
は

今
回
始
め
て
発
行
さ
れ
ま
す
。
そ
の
記

念
す
べ
き
初
回
版
に
約
３
０
０
か
所
の

内
の
１
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
選

考
の
方
達
が
お
忍
び
で
い
つ
来
館
さ
れ
た

の
か
は
不
明
で
す
が
…
。
星
を
獲
得
し

た
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、

と
て
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。

「
ア
オ
ギ
ス
が
い
た
海
」

平
成
21
年
度
中
川
船
番
所
資
料
館
企
画
展

「
ア
オ
ギ
ス
が
い
た
海
」

４
月
25
日（
土
）〜
６
月
７
日（
日
）

深
川
江
戸
資
料
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

まで

間もなく
休館！

６30
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富
岡
八
幡
宮
の
東
に
三
十
三
間
堂
が
あ
っ

た
こ
と
を
ご
存
じ
の
方
は
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
明
治
５
年
に
廃
止
・
解
体
さ
れ
る
ま
で
、

深
川
名
所
の
１
つ
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
、

そ
の
様
子
は
錦
絵
な
ど
に
う
か
が
え
ま
す
。

　

江
戸
の
三
十
三
間
堂
は
京
都
の
蓮
華
王
院

を
模
し
て
、
寛
永
19
年
（
１
６
４
２
）
に
弓

矢
備
後
の
願
に
よ
っ
て
浅
草
の
地
（
現
台
東

区
松
が
谷
２
）
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
備
後
は
建
立
費
用
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
ず
、
普
請
を
請
け
負
っ
た
鹿
塩
久
右
衛
門

に
訴
え
ら
れ
ま
す
。
幕
府
評
定
の
結
果
、
同

21
年
よ
り
鹿
塩
家
が
代
々
管
理
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

三
十
三
間
堂
が
深
川
の
地
に
再
建
さ
れ
た

の
は
元
禄
14
年
（
１
７
０
１
）
の
こ
と
で
す
。

『
御
府
内
備
考
』
な
ど
に
は
、
移
転
の
詳
し

い
経
緯
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、『
東
都
三
十
三
間
堂
旧
記
』（
区
指
定
有

形
文
化
財
、
正
覚
寺
所
蔵
）
か
ら
詳
し
い
状

況
が
わ
か
り
ま
す
。
文
化
財
係
で
は
こ
の
貴

重
な
記
録
を
翻
刻
し
、
こ
の
度
、
第
１
巻
目

を
刊
行
し
ま
し
た
（
８
頁
参
照
）。

　
『
東
都
三
十
三
間
堂
旧
記
』
は
三
十
三
間

堂
の
堂
守
鹿
塩
氏
が
書
き
残
し
た
記
録
で

す
。
内
容
は
、
堂
起
立
の
由
緒
に
は
じ
ま
り
、

堂
の
修
復
や
管
理
、
通
し
矢
の
検
分
役
と

い
っ
た
堂
守
に
関
わ
る
も
の
、
堂
前
町
屋
の

管
理
に
つ
い
て
、
鹿
塩
家
の
由
緒
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
三
十
三
間
堂
が
浅
草
か
ら
深
川

の
地
に
移
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
を
『
東
都

三
十
三
間
堂
旧
記
』
か
ら
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
浅
草
三
拾
三
間
堂
者
元
来
寛
永
廿
一
歳
申

ノ
十
一
月
二
日
堂
屋
鋪
共
先
祖
堺
屋
久
右

衛
門
了
貞
致
拝
領
候
、
元
来
書
者
前
ニ
有

其
已
後
元
録（
禄
）拾
壱
歳
寅
ノ
九
月
六
日
大
火

ニ
堂
焼
失
候
ニ
付
町
御
奉
行
川
口
摂
津
守

様
・
松
前
伊
豆
守
様
江
相
届
申
候

一
元
録（

禄
）十

一
歳
寅
十
月
十
一
日
御
普
請
奉
行

奥
田
八
郎
右
衛
門
様
御
内
中
野
又
六
郎
殿

堂
地
江
御
出
、
明
十
二
日
堂
地
絵
図
致
シ

八
郎
右
衛
門
様
御
屋
鋪
江
持
参
候
様
被
仰

渡
候
ニ
付
、
同
十
二
日
八
郎
右
衛
門
様
江

絵
図
指
上
申
候
所
、
堂
地
之
儀
ハ
御
用
ニ

付
被
召
上
候
間
左
様
相
心
得
候
様
ニ
と
御

用
人
鈴
木
彦
助
殿
被
申
渡
候
間
、
則
両
御

番
所
江
其
段
申
上
候
、
其
夜
伊
豆
守
様
ゟ

同
心
衆
井
野
伊
兵
衛
殿
と
申
仁
御
使
ニ
被

下
、
明
ル
十
三
日
五
ツ
時
罷
出
候
所
伊
豆

守
様
御
所
へ
被
召
出
堂
地
之
義
御
用
被
召

上
替
地
之
義
ハ
追
而
可
被
仰
渡
候
、
其
後

代
地
之
義
方
々
見
立
願
事
同
十
二
月
二
日

奈
良
屋
市
右
衛
門
殿
ゟ
御
用
之
義
有
之
候

間
参
候
様
□
申
来
候
間
、
則
参
候
へ
ハ
亀

戸
村
・
深
川
八
幡
之
築
地
両
所
之
絵
図
御

出
シ
、
右
之
内
ニ
而
替
地
奉
願
候
様
ニ
と

被
仰
渡
候
、
同
三
日
奈
良
屋
江
参
り
両
所

之
内
永
代
嶋
拝
領
可
仕
由
申
候
、
同
廿
三

日
夜
五
ツ
時
伊
豆
守
様
ゟ
後
藤
村
右
衛
門

殿
御
使
被
下
久
右
衛
門
唯
今
参
候
様
被
仰

下
候
、
則
罷
出
候
得
者
替
地
深
川
八
幡
近

所
に
て
被
仰
付
其
上
堂
御
普
請
入
用
材
木

大
小
三
千
六
百
本
懸
塚
御
檜
木
六
千
挺
被

下
置
候
間
、
難
有
可
奉
存
候
旨
被
仰
渡
候
、

（『
東
都
三
十
三
間
堂
旧
記
』
１
、
69
〜
70
頁
）

　

浅
草
の
地
に
三
十
三
間
堂
が
建
立
さ
れ
て

か
ら
50
数
年
が
経
っ
た
元
禄
11
年
９
月
６

日
、
三
十
三
間
堂
は
大
火
に
よ
っ
て
全
焼
し

ま
す
。
10
月
12
日
に
跡
地
を
公
用
地
と
し
て

召
し
上
げ
る
こ
と
が
普
請
奉
行
奥
田
八
郎
右

衛
門
か
ら
通
達
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
翌
13
日

に
町
奉
行
松
前
伊
豆
守
の
許
へ
出
頭
す
る
よ

う
命
じ
ら
れ
、
替
え
地
に
つ
い
て
は
追
っ
て

沙
汰
す
る
こ
と
を
申
し
渡
さ
れ
ま
す
。

　

２
ヶ
月
後
の
12
月
２
日
に
江
戸
町
年
寄
の

１
家
で
あ
る
奈
良
屋
市
右
衛
門
よ
り
、
替
え

地
の
候
補
と
し
て
「
亀
戸
村
」
と
「
深
川
八

幡
之
築
地
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。「
深
川

八
幡
之
築
地
」
は
当
時
、
町
と
し
て
の
開
発

が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
富
岡
八
幡
宮
の
東
側
の

地
の
こ
と
で
す
。
こ
の
提
案
に
対
し
て
鹿
塩

久
右
衛
門
は
深
川
の
地
を
選
び
、
翌
12
年
５

月
25
日
に
６
，
２
４
７
坪
８
合
の
土
地
が
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
久
右
衛
門
が
深
川
の
地
を

選
ん
だ
の
は
、
富
岡
八
幡
宮
と
い
う
大
き
な

神
社
の
近
く
で
、
今
後
、
発
展
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
を
考
え
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
逆
に

こ
の
時
、
久
右
衛
門
が
亀
戸
の
地
を
選
ん
で

い
れ
ば
、「
亀
戸
三
十
三
間
堂
」
が
誕
生
し

て
い
た
わ
け
で
す
。

　

そ
し
て
幕
府
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
、
元

禄
14
年
９
月
19
日
に
新
堂
を
棟
上
げ
し
、
こ

こ
に
深
川
三
十
三
間
堂
の
歴
史
が
幕
開
い
た

の
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

赤
澤
春
彦
）

東
都
三
拾
三
間
堂
深
川
移
転
顛
末
覚

東
都
三
拾
三
間
堂
深
川
移
転
顛
末
覚

江
東
歴
史
紀
行
　
ミ
ニ

江戸名所図会　三十三間堂
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平
成
20
年
度
寄
贈
資
料
リ
ス
ト

　

20
年
度
、
文
化
財
係
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料

は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
贈
資
料 
寄
贈
者
名
（
住
所
）

布
ま
ね
き
・
御
水
講
手
ぬ
ぐ
い
・
富
士
山
本

宮
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
富
士
講
関
係
資
料
）

高
木
重
治
（
南
砂
）

ひ
な
人
形 

春
日
あ
き
子
（
白
河
）

軍
事
郵
便
は
が
き　

６
通 

辻
か
ね
（
富
岡
）

蓑
・
草
履 

鈴
木
光
江
（
大
島
）

竹
行
李
・
蚊
帳
・
塗
り
下
駄

青
柳
光
子
（
越
中
島
）

ト
ロ
箱
（
魚
運
搬
用
、
魚
河
岸
で
使
用
）・

手
鉤
・
ザ
ル
・
火
お
こ
し
・
カ
イ
ロ
用
灰
・

洋
髪
用
こ
て 

和
泉
純
夫
（
森
下
）

絵
画
（
明
治
の
こ
ろ
の
八
名
川
町
松
の
湯
ざ

く
ろ
口
） 

本
多
節
子
（
中
野
区
）

山
崎
喜
作
氏
刺
繍
作
品
写
真
・
ビ
デ
オ

山
崎
靖
夫
（
南
砂
）

写
真
（
昭
和
14
年
度
第
三
期
防
空
訓
練
記
念　

牡
丹
町
一
丁
目
町
会
）

 

磯　

古
守
（
横
浜
市
）

写
真　
５
点（
昭
和
11
年
ご
ろ
亀
戸
の
水
害
ほ
か
）

 

新
井
重
雄
（
熊
谷
市
）

書
籍
（
東
京
都
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
五
十
年
の
あ
ゆ
み
）

石
坂
博
（
東
砂
）

　

新
刊
情
報

　

新
た
に
４
冊
の
新
刊
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
ま

し
た
。
是
非
、
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

頒
布
場
所　

区
役
所
６
階　

文
化
財
係

お
問
い
合
せ　

☎
（
３
６
４
７
）
９
８
１
９

『
江
東
区
の
文
化
財
』 

４　

門
前
仲
町
界
隈

 

５　

木
場

　

19
年
度
か
ら
刊
行
を
開
始
し
た
『
江
東
区

の
文
化
財
』
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
は
、
深
川
の

匂
い
漂
う
門
前
仲
町
界
隈
と
木
場
で
す
。

『
東
都
三
十
三
間
堂
旧
記
』
１

　

18
年
度
に
区
指
定
文
化
財
（
深
川
２ 

正

覚
寺
所
蔵
）
と
な
っ
た
同
記
６
冊
の
第
１
巻

を
翻
刻
し
ま
し
た
。
深
川
の
代
表
的
な
名
所

で
あ
る
三
十
三
間
堂
の
堂
守
鹿
塩
氏
が
書
き

綴
っ
た
記
録
で
す
（
７
頁
参
照
）。

『
江
東
区
文
化
財
研
究
紀
要
』
16
号

【
内
容
】

　

特
集　

―
江
東
地
域
の
新
出
絵
図
―

江
東
地
域
関
係
絵
図
に
つ
い
て

赤
澤
春
彦
・
栗
原
修
・
出
口
宏
幸
・

向
山
伸
子
・
龍
澤
潤

深
川
猟
師
町
と
寛
文
検
地 

出
口
宏
幸

深
川
永
代
寺
門
前
町
屋
の

　
　

形
成
と
幕
府
代
官
伊
奈
氏 

栗
原　

修

町
村
合
併
と
地
域
意
識 

龍
澤　

潤

│ 

文
化
財
掲
示
板 

│

│ 

文
化
財
掲
示
板 

│

東
京
都
優
秀
技
能
者
と
し
て
認
定

簾す
だ
れ

製せ
い
さ
く作 

豊と
よ

田だ　

勇い
さ
む

氏

　

区
指
定
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）

保
持
者
の
豊
田
勇
氏（
新
大
橋
１
）が
、

昨
年
11
月
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

B 5 判
118頁
1,000円

B 5判　84頁
巻頭カラー8頁、
モノクロ4頁
700円

Ａ４判　本文２色刷り　
口絵カラー８頁、
門前仲町界隈編68頁、
木場編64頁、各５００円


